
1

２０１５年８月２５日

東京電力株式会社

福島第一原子力発電所1号機
建屋カバー解体工事の進捗状況について

資料１－２



2

1号機建屋カバー解体工事の進捗状況について

7月28日に1号機建屋カバー解体工事（屋根パネル取り外し）を開始し、2枚目（8月3日）

の屋根パネル取り外しまで完了。作業は、以下の通り進捗しており、その間、ダストモ

ニタ・モニタリングポストに有意な変動、警報発報なし。

• 7月17日～7月21日 屋根パネル貫通飛散防止剤散布

• 7月28日 屋根パネル取り外し（1枚目）

• 8月3日 屋根パネル取り外し（2枚目）

7月28日、屋根パネル1枚目（南3）取り外し

クレーンカメラより撮影

1号機建屋山側より撮影

※屋根パネル取り外しの進捗にあわせ

オペフロのガレキ調査等を平行して実施

7月28日（1枚目）8月3日（2枚目）

9月前半

9月前半

9月後半

10月前半

屋根パネル取り外しの順番
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1号機建屋カバー解体工事のスケジュール

※他工事との工程調整、現場進捗、飛散抑制対策の強化等により工程が変更になる場合がある

※取り外した屋根パネルは、散水設備設置完了までの間、万一のダスト濃度の有意な上昇に備え、構内に保管

8月 9月 10月

1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 5W 1W 2W 3W 4W
3月

2015年度

4月 5月 6月 7月 11月 12月 1月 2月

　建屋カバー解体工事

準備工事

オペフロ調査・飛散防止剤散布

支障鉄骨撤去

散水設備の設置

小ガレキ吸引等

屋根貫通飛散防止剤散布

屋根パネル取り外し予定・実績

▲1枚目-7/28
▲2枚目-8/3

▲3枚目-9月前半

▲4枚目-9月前半

▲5枚目-9月後半

▲6枚目-10月前半

風速計設置実績

防風カーテン設置

▲建屋カバー内部（オペフロ）-8/4
▲建屋カバー外部（カバー梁上下部）-8/25
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・飛散防止剤散布
（屋根貫通散布）

準備工事

解体に必要な装置

、クレーンの整備

1号機建屋カバー解体工事の流れ

・屋根パネル1枚目
取り外し

・オペフロ調査

・屋根パネル1枚目
取り外し部分から
飛散防止剤散布

・オペフロ調査

・屋根パネル残り
5枚の順次取り外し

・オペフロ調査
・飛散防止剤散布
・風速計設置

・オペフロ調査
・飛散防止剤散布

・支障鉄骨撤去
（散水設備設置のため）
・飛散防止剤散布

・散水設備の設置
・小ガレキの吸引
・飛散防止剤散布

・壁パネル取り外し
・飛散防止剤散布

・防風シート取付等
（壁パネル解体後取付）

・飛散防止剤散布

・壁貫通：10数カ所

より散布

完了 完了 完了 約3ヶ月間

約3.5ヶ月間 約3ヶ月間 約10ヶ月間

今後の1号機建屋カバー解体工事の流れは、以下の通り

↑現在の状況
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オペレーティングフロアの7/21（屋根パネル1枚目取り外し前[1週間]）～8/14（屋根パ
ネル2枚目取り外し以降）までの「空気中の放射性物質濃度」を以下の表に示す

オペレーティングフロアの空気中の放射性物質濃度について

各作業における空気中の放射性物質濃度
オペレーティングフロアダスト濃度警報設定値※（5.0×10-3Bq/cm3）に比べ低い
値で推移した。
屋根パネル2枚目取り外し以降もオペレーティングフロアダスト濃度警報設定値を
超えることはなかった。

※敷地境界モニタリングポスト近傍のダストモニタ警報値より設定した公衆被ばくに影響を与えないように設定した値

項    目 備   考

屋根パネル1枚目取り外し前[1週間] 7/21～7/28 1.2×10-9Bq/cm3
～5.4×10-5Bq/cm3 7/28の6:59（作業

開始前）まで

屋根パネル1枚目取り外し(南3）～屋根パ

ネル2枚目取り外し前
7/28～8/2 3.9×10-8Bq/cm3

～3.9×10-5Bq/cm3

屋根パネル2枚目取り外し以降 8/3～8/14

測定対象期間
オペレーティングフロア上の

空気中の放射性物質濃度

1.5×10-7Bq/cm3～4.9×10-5Bq/cm3
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（参考）敷地境界付近連続ダストモニタ（ＭＰ２及びＭＰ７）警報発生について

事象
・平成27年8月1日・2日、敷地境界付近（ＭＰ2近傍）連続ダストモニタが高警報を発生
・平成27年8月7日、敷地境界付近（ＭＰ7近傍）連続ダストモニタが高警報を発生

（高警報は1×10-5 Bq/cm3）

いずれも状況調査の結果、機器異常および天然核種による上昇と判断

ＭＰ近傍連続ダストモニタ

ＭＰ（モニタリングポスト）

構内連続ダストモニタ

建屋近傍連続ダストモニタ



7

（参考）警報発生時の状況及び調査結果

8/1 MP2近傍 8/2 MP2近傍

風向 南南東（建屋側からの風） 西北西～北北西（敷地境界側からの風）

作業状
況

ダスト上昇作業なし ダスト上昇作業なし

他モニ
タ指示

警報発生時の構内ダストモニタ、ＭＰ指
示値に変動なし

警報発生時の構内ダストモニタ、ＭＰ指示値
に変動なし

核種分
析結果

検出核種なし 検出核種なし

状況及
び判断

建屋側からの風だが、作業状況、他モニ
タ指示値、核種分析結果並びに指示値
が瞬時に上昇下降している為、機器異常
と判断

敷地外からの風である事、作業がない事、
他モニタに変動が無い事、指示値も瞬時に
上昇下降を繰り返している事から機器異常
と判断

対応 継続監視 ダストモニタを交換し点検実施

8/7 MP7近傍

風向 北東～北北東（建屋側からの風）

作業状況 ダスト上昇作業なし

他モニタ
指示

警報発生時の構内ダストモニタ、ＭＰ指示値に変動な
し

核種分析
結果

天然核種（Pb212）が検出

状況及び
判断

建屋側からの風であり、指示値も除除に上昇後下降し
ているが、作業状況、他モニタ指示値、核種分析結果
より、天然核種による一時的な上昇と判断

対応
継続監視中、現在は定期点検中の為予備のモニタに
交換実施

敷地境界付近（MP2近傍）ダストモニタ指示値
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敷地境界付近ダストモニタ指示値(ＭＰ7）
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